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桐樹の立枯病に就て

農皐士逸見武雄

ON THE DIE・BACKDISEASE Of' PAULOWNIA TOMENTOSA. 

BY 

TAKEWO HEMMI, 

ー.＇緒論
北海道＆t於げる桐樹の栽植は近年漸〈勃興し、地方によ bては嘗局者の奨

励あるが矯め倍今隆盛とな bしが、昨今各所に於τ樹皮襲色、腐嫡．乾枯し絡

に金樹立枯の献態tζ陥るー病害蔓延し、其損害の英大在るものあるに由上是

れが研究を要する之と誠に切なb。

桐樹立枯の原因に闘しては賓地栽植者各自其所見を異にし、或者は本病を

各枯の現象即ち寒気比因 bて生ずる生理的傷害な bと稽し、或者は劃風面の枝

よb枯死するもの多きの故を以て車』t風害に基〈と云弘、又彼の被害最も撤甚

まる有珠郡世瞥村に於ては明治四十三年有珠岳の噴火せし綾始めて諸所に本病

費生したるを稜見したるに由れ枯死の原闘をーに煙害の一種即も噴出克期の

作用に隠するもの亦少なからぎるが如し。是等の事賓は何れも皆本病害の接生

に密接なる閥係を有するは言を侯たぎる所在れども、之を以て直R桐樹枯死の

絶望守的異原因在 bと断定するは未fl嘗れbと云点、べからず。我農科大串植物病

理事敷室に於℃は、宮部教授が就に明治三十九年有珠郡紋龍村砂金某氏よ b設

附し；来bたる被害桐樹を検して、 Valsa麗に隷すべきー寄生菌を接見し、爾稜

今日の如〈病害の蔓延激甚在るに至る迄毎に樹皮上』t同一菌の寄生を見ぎ．る無

きによ b、桐樹の枯死は金〈該菌、の寄生に基づくものなるべしと信ぜられつ、

あr,き。然も是迄賓地の研究を試み探〈科皐的観察を錯したる者無かbしは、

新皐の錦め、婚又目下焦眉の急を訴ふる問題の矯め遺蛾なさ能はず、是予が今

回該研究に着手せし所以な b。
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予は農科大串在皐中宮部教授指導の下に捜樹、栴樹．桃樹等tζ接生せし

Valsa 属一新種の寄生に因る病害に就て．柳か研究する所あ b し:v~. 該病の研

究中偶今桐樹枯死tζ就℃親しく目撃するの機曾に遭遇したbしを以て、同樹寄

生菌の分離培養を試み．之れに捜樹癌腫病菌防lsafaponz・caMiyabe et Hemmi. 

(Iぺ卒樹腐嫡病菌防lsaMali Miyabe et Yamada. <14,,9Jを加へて劃照し、三菌の

培養上の性質、並に舟類串上の位置等を攻究し．進んで桐樹枯死の真因を閤明

せしめんと努めたb。研究の一部は諜期の結果に到達せず．従て其観察も未7さ

以て足れ bとなす能はぎる所在れども、裁に其研究の大要を記し、彼の桐樹枯

死の異原因に闘しては予の信ずる断案を下して以℃同好の士に報L.詳細なる

研究は之れを他日比侠たんと欲す。

予は北海道に於ける桐樹栽植の歴史並に現下の経済問題に闘じて、多〈之

を詳知せずと雄、松前地方tζ於℃は遠〈維新前に栽植せられた bと信ずo有珠

郡伊達村地方tζ於℃は明治十八年故伊達邦成氏の東京よ b移入したるを鳴矢と

し、嘗時和i苗数十本を試植せしに該樹は能〈本道の風土に通し成績良好意るに

依上更に各地よ b苗木を取寄せ庭園又は畦昨に分描せしめたb主、期〈℃其

襲来年と共に増加し、今日の盛況に遣した bと云ム、然るに近年本病の蔓延によ

b村民之が植付を鵠賭するの傾向あるは誠に寒心に堪へぎる所在 bとすO

従来桐樹上κ接見せられたる菌類比し℃、皐術界に知らる kもの十数種の

多Stこ達すと雄．我図tζ於て其所在明白在るもの極めて砂〈、且つ病理事的研

究を樫たるもの僅に一二に過ぎざるを以て見れば、他の多くは死物寄生菌若し

〈は其被害軽微なるものなるべしO 而して今日までに接表せられたる桐樹病害

中明治三十五年故農皐士川上瀧輔氏側の研究せし天狗巣病は其被害最も大社る

もの在 b‘本病は‘ Gloeo乎oη・umKawakamii Miyabe.菌の寄生に基因するもの

にして該病原菌は虞〈内地に卦布するのみならず、同年宮部教授の札幌に採集

したるあhて本道に於ける存在．も明なる事貫なれ但し；本道に於ては其被害九

州地方tζ於けるが如く大ならず。究代本邦植物病理書中氏現はれたるものに裏

白焼病なるものあ b‘ー名Lクドンコ1病と稽し PhyllactiniaCoヮ.ZeaKarst. 菌
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の寄生氏因るものなれ但し病原菌の皐名K闘しては皐者間備異説あるもの、

如し。叉明治四十四年理皐博士白井光太郎氏側が原撮祐氏左共に植物皐雑誌上

に掲載接表したる MycosphaerellaPaulowniae Shirai et Hara.と稽する桐葉一寄

生菌あb、該菌の寄生せる葉は夏期早〈墜落するが故に樹の生長を阻害する乙

と砂在からずと云ム.＇其後農皐士出回新氏は其著日本植物病理皐誌上に之れが

皐名を記して、簡草在る説明を附せられたれcも其病股並に被害程度等に闘し
精細なる記事あらず。

予が設に報告せんと欲する病害に閲しては、未だ一定の邦名を附したる者，＇；

無し地方によb其俗名も亦一様在らず、或は之を目して腐嫡病と稽する者あ

れども、予は之れに立枯病在る新名稽を輿へんと欲す．之れ最も善〈其病肢を

表示する名稽たるを思惟するに依る。

＝、被害匡域並に沿草

本病害の襲生は最初何れの時代何れの土地に起hしや剣明在らず、彼の有

珠地方に於ては明治四十三年頃各所に特殺したるに始ま bしが如く信じっ、ぁ

bと雄、、既に上述せし如〈我農科大串貯臓の標本を検するに、北海道に於ては

明治三十九年紋骨量村砂金氏の採集に係るものあ！＞ ＇少くも彼 Ib五年若しくは

十年以前に於て接現したるもの L如〈、又乙れよ b先き明治三十六年青森牒よ

b主主附し；来bたるものあるを以て見れば内地に於ける本病の義生も亦稿、φ古き

時代に始ま bしが如LO 予の調査並に各地の報告を綜合するに、本遣に於ける

本病の被害最も劇烈在 hしは大正二、三南年にして間後備其跡を絶たず、愈令

世人の注意を喚起せしものな b0 

予が本病害の研究に着手したるは、大正三年七月にして、営時未7さ本病の

被害斯く大なるを知らず.il華民前記砂金氏採集標本によ bて、病害の費生が柏、

4古主歴史を有するを如上実て札幌近郊に於て桐樹の枯死するもの頻出する

を見、此れが研究の窓諸に附すべからぎるに注目せしに過ぎぎbしが．同年十

二月二十二日東京報知新聞北海版に有珠郡伊達村には近時恐るべき柄病殺生せ

し疑あbとの記事あ bしを以て、同地村農曾に標本の還附を委嘱し、並せてー
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ニの質問を接したるに、同四年四月廿七日岡村農曾副曾長美馬亮三氏よ b詳細

在る返答に接すると共に、多数被害枝の遺輿を受〈るを得た b、而して予は鏡

検の結果始めて該病も亦予の研究中のものと同一病なる事を明かにせbo近年

同村桐樹栽植の景況を聞くに病毒侵蝕枯死績出被害増大の矯め桐材騰貴せるに

も拘はらず品質不良債額遮滅の兆候を呈しっ、あ bて．村民の之れが植付を鴎

躍するの傾向を生し、年φ衰運の色あ bと、叉岡村被害の程度を聞くに栽植せ

し樹敷の約六割は立枯賦態に瀕しつ Lあbと云ム、其損害決して僅少ならぎる

を知る畳に寒心の至ならずや。

大正四年九月橋口乗清氏は有珠郡壮瞥村なる氏の農場に栽植せる桐樹約三

千本は漸次本病の襲ム所となbて、枯死の非運に陥るもの多く、今にして是れ

が譲防を講究せざれば一大損失を兎かれずとして、宮部教授に宛て被害標本を

送致せられたれ是に由て之を観るに今や本道に於ける桐樹栽植地には一般に

本病の殺生を見っ、ある事明白にして、業損害の大なる事本亦想像するに難か

らざるな b。

次tζ内地に於ける本病害の分布を案ずるに、明治三十六年青森脇氏費生し

て被害稿。大なるものあ bしが．賞時農皐士中村銭太郎氏よ b宮部教授並に北

海道農事試験場技師故農皐士高橋良直氏に嘗f被害枝標本を主主附し来れ b。此

事賓あるによ b予は該 Valsa菌が虞く東北地方にも分布しっ、ある事を知る、

而も未tf.親しくラの被害状態を観察するの機曾に接せぎるを以て、内地に於け

る分布匝域被害程度等を詳かにするを得ぎ !J~ 。

三．病献

本病の殺生を見るに柄樹大小の別なb都℃侵害を兎かれずと雄、殊に三四

年生の幼樹の侵害せらる Lもの最も多大な b。病肢t立樹の大小によ bて一様な

らず、又其時季を見るに樹の如何を聞はず最初に襲はる Lは多〈春さらの頃な b、

其他の時季R.於ても多少擢病のものあるが如L0 

冬季落葉期に於ける病状は之を明かにする事能はぎれfも、三四年生の桐

樹』'C.在 bては早春直立せる樹の尖端よ b樹皮次第に褐色に麓じ、其肢宛も凍傷
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,t擢 bたるもの k如し、此麺色部次第に樹の下方』t向よ、て増大し、五六月頃葉

の特に展開せんとする時期に至るや病勢の進行極めて迅速にし℃殆ど金樹を鑓

色枯死せしむ。斯の女II5場合比到れば樹皮の表面に多数の小流扶突起を生じ、

其突起は樹柏端ー尺許之れを認むる事稀なれども、其他の部舟には一面に存在

第一圃

被害桐枝（幼樹〉

し、樹皮の平滑

なる部分も亦之

が矯に粗槌とな

る、是れ本報告

に於て論及せん

と欲する寄生菌

Valsaの子座

(Stroma）と錯す。

而して最初の状

態はー草に栓皮を

持ち上ヤるに過

ぎさ・れども、絡

には栓皮破れて

・梢令黒色を呈す

る子座を露出す。

此時病枝の皮部

を剥ぎ取bて之

れを見れば、栓

皮の裏面に恰も

虫、卵の如き無数

の帯続黒色の小

球状物並列す、便ち是寄生菌 Valsaの紛子殻（Pycnidium）時代な b。秋期九、

十月の頃よ b冬期に亘bて彼の流状突起は次第に大形とな b、栓皮を破bて露
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氏擁 ！＞ flるもの、如し、此襲色部次第に樹の下方に向ムて増大し、五六月頃葉

の将K展開せんとする時期に至るや病勢の進行極めて迅速にして殆ど金樹を麓

色枯死せしU。斯の如S場合に到れば樹皮の表面に多数の小涜肢突起を生じ、

其突起は樹干？l端ー尺許之れを認むる事稀なれども、其他の部分には一面に存在

第一園

被害絢枝（幼告書〉

し、樹皮の平滑

なる部牙も亦之

が錦に粗槌とな

る、是れ本報告

に於て論及せん

と欲する寄生菌

Valsaの子座

(Stroma）と錯す。

而して最初の股

態は草に栓皮を

持ち上〈、、るに過

ぎぎれども、絡

には栓皮破れて

・粕、令黒色を呈す

る子座を露出す。

此時病枝の皮部

を剥ぎ取bて之

れを見れば、栓

皮の裏面に恰も

虫卵の如き無数

の帯線黒色の小

球状物並列す、便ち是寄生菌 Valsaの紛子殻（Pycnidium）時代な b。秋期九．

十月の頃よ b冬期に亘 bて彼の涜状突起は次第に大形と左上栓皮を破 bて露
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出する黒色部も亦次第に大形となるO 試みに横大鏡を用以て子座の表面を精除

すれば、多数の隆起せる黒黙の散生するを見る、便ち是れ寄生菌の子嚢殻（Pe•

rithecium）時代にして、黒黙は即ち子嚢殻の頚部子座を通じて外界』c閉口せし

ものな ！＞ ＇而して又時に戴個の頚 第二園

部黒色糸扶をなして子座中よ b長

〈空中に突出する之とあ b。

本病大樹に接生したる場合に

して被害其枝僚に止まるもの L病

肢は前記のものと敢て異ならぎれ

cも、己に幹部の侵害せらる、も
のは金〈其赴を異にす。予の観察

によれば本病は最初樹稿端に鞍生

し、漸次進行し℃小幹中幹よ b大

幹に達するもの L如し、而して一

度其幹部を侵すや鉛直に樹軸に平

行して多〈はー側稀に多側に進行

し、蔓延極めて迅速にして、一二

ヶ年を経過せば被害部は大低樹根

に到達す0 z.の事貫は病幹の横断

面を作 bて精検せば、被害局部に

於ける一ヶ年の年輸を敏如するも

の多主に由 bて容易に剣断し得る

なb。反之して樹の周園即ち地平

に蔓延する率力は左縄大君らず、

大幹を一周して金樹立枯の状態に

至る迄には多少の年月を要するが蜘し。

被害樹幹（大樹〉

侵害樹幹に来るときは被害部の接育は停止し、雨側健全郊の成育旺盛とな
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出する黒色部も亦究第に大形となるO 試みに横大鏡を用以て子座の表面を精検

すれば、多数の隆起せる黒黙の散生するを見る、使ち是れ寄生菌の子襲殻（Pe・

rithecium）時代にして、黒黙は即ち子襲殻の頚部子座を通じて外界に閉口せし

ものな 9.而して又時に数佃の頚 第二固

部黒色糸肢をなして子座中よ b長

く空中氏突出する乙とあ b。

本病大樹氏接生したる場合に

して被害其枝僚に止まるもの L病

獄は前記のものと敢て異ならぎれ

ども、巳に幹部の侵害せらる、も

のは金〈其赴を異にす。予の観察

によれば本病は最初樹梢端に接生

し、漸次進行しτ小幹中幹よ b大

幹に遣するもの、如し、而しτ一

度其幹部を侵すや鉛直.R樹軸K平

行して多くはー側稀に多側代進行

し、蔓延極めて迅速にして、一二

ヶ年を経過せば被害部は大低樹根

に到達す0 z.の事賓は病幹の横断

面を作 bて精検せば、被害局部に

於ける一ヶ年の年輸を敏如するも

の多きに由 bて容易に剣断し得る

なb。反之して樹の周園即ち地平

に蔓延する速力は左程大ならず、

大幹を一周して金樹立枯の賦態に

至る迄には多少の年月を要するが加し。

被害樹幹 （大樹〉

侵害樹幹に来るときは被害部の接育は停止し、南側健全郊の成育旺盛と在
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b、癒傷組織の形成を見るを以て患部甚だしく陥四扶を呈し、爾部の境界記亀

裂を生ず（第二圃J。期の如き形肢の捷化は明瞭に病害の存在を示すと雄、皮色

の襲化著し；からず、加ふるに桐樹の皮面は元来平滑ならぎるもの在れば、其表

面に多数の子座散生すれども特に注意せぎれば観過せらる、場合多し。秋季子

嚢殻時代に到れば皮面縦に細3亀裂を生じ、真黒色の子座を露出するに因b寄

生菌の着生を認め得る事難からず。

被害樹は→般に

秋季の凋落来る乙と

速かにし℃．健全な

るものに比し約宇ヶ

月万至一ヶ月早〈落

葉し了る（第三園〉。

叉被害は多〈上部の

枝よ b初ま b一旦枯

死せしものは翌春再

び新葉を着けまるに

よ上容易に病患の

存在を認むるを得べ

し、被害幹部を一周

するに至れば金樹絡

に立枯の賦態となる

な b。

第三国

被害桐樹落葉ぜる紋態
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b、癒傷組織の形成を見るを以て忠市甚だしく陥凹肢を呈し、雨部の境界代亀

裂を生ず（第二園Jo斯の如き形肢の鐙化は明瞭に病害の存在を示すと雄、皮色

の襲化著しからず、加ふるに桐樹の皮面は元来平滑ならぎるものなれば、其表

面に多数の子座散生すれども特に注意せぎれば観過せらる、場合多LO 秋季子

襲殻時代に到れば皮面縦に細3亀裂を生じ、異黒色の子座を露出するに因 b寄

生菌の着生を認め得る事難・からず。

被害樹は一般に

秋季の凋落来る之と

蓮かにして．健全な

るものに比し約宇ヶ

月乃至一ヶ月早〈落

葉し了る（第三園〕o

叉被害は多く上部の

枝よ b初ま b一旦枯

死せしものは翌春再

び新葉を着けさ、るに

よ上容易に病患の

存在を認むるを得べ

し、被害幹部を一周

するに至れば全樹絡

に立枯の；伏態となる

な b0 

第三園

被害特l樹落葉ぜる状態
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目、病原菌の形態

一、菌糸（Mycelium）.本菌の菌糸は被害樹皮中を迷走して所在に生存し、病

勢の稿φ進行せるものにては深〈木質部内にも存在す。元来桐樹は材質甚1i柔

軟にして、且つ轄虚空Eるもの在るを以て、菌糸も亦容易に材質中に侵入し、細

胞を穿通しτ養牙を吸牧するを得るが故に、彼の樫樹氏寄生する Valsaj'aponica 

(13）菌の菌糸の如〈其材質中に於ける分布が一局部に限定せらる L加さ事無〈贋

く存在すると雄、導管並に髄線中氏之れを認むる事最も鏡多攻 b。菌糸は o.8

-6.oμ （通常2-4μ）の幅を有し、有隔にして分枝し殆E無色な上但し培養基

上に生じたる菌糸は最初無色在れcも、次第に着色する場合多L0 

＝、子座（Strornata）・本菌の子座は粉子殻（Pycnidium）時代なると、子嚢穀

(Peri theci um）時代在るとによ bて、大tζ其形態を異R.し、幼若なる時代に在 b

ては共に栓皮下に隠れ＼車に之を持ち上ぐ、るに過ぎぎれ~も、〈被害樹皮上に斑

紋突起の散生するは即ち是主的其後栓皮を破bて上端を露出し、此所に粉子

殻或は子嚢殻の顎部来bて閉口すO 子座は最初寄主樹の梓皮下に菌糸の繊密在

る小塊として殺生し、号たて漸令其大ミ3を増加し、遂に境界略l鮮明なる一種特

異の壷肢体を形成す。壷肢体の下宇は内部腔洞にして、粉子殻と在 b、葉中re

無数の粉胞子（Pycnospore）を合有すO 此粉子殻時代の子座即ち Ruhland( 1900) 

駒氏が Ectostromaと解したるものに於ては、菌糸のみよ b成る組織甚1i.'綴密

tとして、他の寄主組織を合む部分とは剣然たる匝劃を呈して、特異の形肢を有

す、是れ賓re本菌の一大特徴な bとす（第四国，6）。

更に進んで子嚢殻時代に入れば．子座即ち Ruhland氏の Entostromaと稽

したるものは益然前者と形状を異にすO EntostromaはEctostromaJ: ／，）襲イとし

て生じたる場合多しと雄、前者が後者と関係君〈濁立し℃接生したる場合も亦

少なからぎるが如LO 而して Entostroma・ の形成を見るは多くは秋冬の候にし

て、九月下旬若しくは十月初旬に初まるO 此時代に於ける子座の構造特に下宇

部の組織は本Valsa麗の分類串的研究に重大在る関係を有するものにして、本

寄生菌の子座は上部は貫質極めて轍密re結合せる菌糸よ b成れcも、下部は寄
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主樹の組織と菌糸との結合よ b成上菌糸組織と寄主組織との間には特に境界

線即ち Conceptaculumと稀すべ5ものを認めず、是れ本菌が伎の Nitschke(18 

67）氏（仙の創設に係bて、其後多数串者の承認を得nる亜麗 Leucostomak隷
属せぎる所以な 9（第四園I・2）。子座の断面は雨時代を逼じて帯緑黒灰色なるか

或は暗褐色な b。子座の大3は直径 2ー2,5粍深きI-2粍内外在 b。

三、粉子殻（Pycnidia）反び粉胞子（Pycnospores). 本菌の粉子殻は銃re.上遁

せしが如〈、扇麿せられたる小球或は蕪普形とも稽すべき一種特異の形肢を有

するものにして、其下底は園昧．を帯びたるー箇の腔洞を錯すO 而して子座の組

織直に厚き殻壁を攻し、黒色を呈すO 粉子殻は又長頚を具有し℃外界tζ遁ずる

が故に其断面はフラスコ賦を呈す、腔洞の大注，ま筏約 i・5粍にして深3は o.6

粍な 9C第四園、6）。腔i同の内面には畢喜多の子柄震生して粉胞子を生ず、子柄

(Conidiophore）細短にして、多くは芳枝し、隔膜を有すO

粉胞子は無色鈍端攻る国筒形を成し、少しく轡曲し、長苫 2.85-8.75μ （通

常4・38-5・25μ），幅 0.88-1・75μ（通常I・4μ）な1J(第四園、7）。試みに此粉胞子を

取 bて替養液中氏播下し、懸滴培養を行ょ、時は、最初稿令膨大し室温にて三、

四十時間を経ば一端若し〈は南端時には側面よ b接芽管を出し、接芽管費育し

て究第it菌糸を生ず、 1rl.l稜芽に要する時間は温度によ b一様ならず。本菌の

粉胞子は稜芽前膨大すれcも、著るしく麓形する事在〈、多〈は原形を維持し

っ、膨大す、但し僅かに幅の膨大が長3のそれに比し著るしきが如3傾向を示

せ H第四圏、 8）。而して水中氏播種せしものは殆ど稜芽せざ I)~。叉本菌に於

ては予が楼樹癌腫病菌防よsaJりonicaく助の粉胞子を鞍芽せしめし際に接見した

るが如3接芽前代隔膜を生じて二室にな bたるものを認めぎ I)主。期の如〈粉

胞子接芽の際膨大する事賓は子嚢菌額に於て普通認めらる、現象にして Valsa

麗の菌類え於ても亦 Aderhold(1903）く1）氏の Valsaleucostoma 種に於て、予

の Valsa J》onicaC3¥ Valsa Mali 二種に於℃親しく費見せられたるものな

9 。接芽前に於ける胞子の膨大に就て DeBary (1864）げ〉氏は全く水の吸牧民基

因するものな bと唱ムれども、最近 Anderson,Rankin (1914) (2）雨氏は栗の胴
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-,_ 

f;fi;:＿唱 Iム子座及ピ子嚢穀〈六十倍〉
4.子嚢胞子（一千倍〉
6.子座及ピ粉子殻（六十倍〉
8.粉胞子後芽ノJ伏態〔一千倍〉

第 四 国

a~:~ac 

3.子嚢及ピ子嚢胞子〔四百五十倍〉
s.子嚢胞子猿芽ノ状態〈四百五十倍）
7.粉胞子〈一千倍〕
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枯病菌 （Endothiaparasitica (Murr.) Anders.）の研究によ上該菌に於ける此現

象は草に水の機械的吸牧に由 bてのみ起bしものにあらずして、接育上のー経

過怠 bと錦せb、即ち雨氏は正に接芽せんとしつ Lある場合に於て粉胞子が膨

大するは、核の盛んなる分裂に件はる、ものにして、遂に 2-6個の核の存在

を認むるに至上接芽と共に接芽管の方に該核の移動するものなる之とを詮明

せb。此皐設たるや異に典昧あるもの在れども、予の本菌研究に際しては其皐

設の果して常れ bや否や賓験する所在かbき。

此粉胞子時代は、不完全菌類中の擬球殻菌科（Sphaerioidaceae）に隷する

Cytospora属に入るべきもの在れ乞も．本菌は多〈の該属菌に見るが如き腔洞

の多壁に分れたるものを其最も成熟せる時に於ても認むる之と能はぎbしは彼

と稿φ一致せぎる所在 h0 

目、子嚢穀（Perithecia）・ 子嚢殻は徳利肢にして．長頚を有し、多くは子座

の表面に黒無肢をなして開口すれども、接育極めて良好なるものは頭部長〈空

中氏突出する事あれ子嚢殻は子座の底部に園肢に配列L、其数一・子座に十五

六個なるを普通とす。子嚢殻の主体は球肢にして、殻壁i立暗黒且つ機密な b。

其頭部も亦黒色にして明らかに子座の組織よ b分化せる壁を有するもの多く

（第四圏、 I ）•時に草tと溝肢を呈して外部に通じ、特に下宇部に於て分化せる壁

を認めぎるものあ上斯の如3ものに在b℃tょ子嚢殻主体の殻壁も亦子座の組

織と大なる差異なく唯厚き壁を具へ℃深〈寄主樹の組織中に埋旋す（第四圏、2）。

頭部の長3は子座の接逮程度によ bて麓イとすれclb.大略主体の二三倍な b0 
子嚢殻主体は直径通常 r50-300μの聞に在 b0 

玉、子嚢（Asci）友び子嚢胞子（Ascospores）・ 子嚢殻成熟期』c遺せば内部に

無童文の子嚢を形成す。子嚢は容易に融解して泊、失し去る性質を具ふるが故に、

子嚢殻を切断して鏡検するに際し、草に子嚢胞子のみを認めて、金〈不完全菌

即ち粉子殻と粉胞子の女D主形態関係を示す場合多L,O 子嚢は固筒状若〈は梶棒

肢にして、多少智曲し、殆ど無柄なるか若しくは短柄を具有す。長~ 32-52μ 

幅 8-roμ （通常44・0×8.8μ）にして、内部氏通常八個の子嚢胞子を識す t第四
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圏、3）。

子嚢胞子は多く二列に配列すれども、割合に不規則なるものあ b又稀れに

は一列をなす、闘筒形鈍頭にして一方に智曲し、平滑にして内容一様無色透明

社れ稿、令老熟せるものに在τIi唯極めて僅に淡褐色を帯ぶる事あ bo 其長~

IOー18μ 其幅 2-4μ （通常14ー16×3・2μ）在!J （第四圏、4）。今是等の胞子を取

bて蒸溜水若〈は管養液中に播下し、懸滴培養を行ふ時は、室温tζ℃20-24時

間中氏容易に一端若くは雨端よ b径 3.2-4.0μ の讃芽管を出して接芽す、但し

接芽前胞子膨大するも、殆E原形を維持しっ、あ b~。而して予が Valsa ja-

ponica 031 菌の子嚢胞子議芽に際し、又 Brefeld( I 89 I) (S）氏が Valsacer仰－

phora Tul.菌のラれに於て認めたるが如〈、議芽前二室に卦隔する胞子を費鬼

せざ !J主C第四園、5）。

五．病原菌の分類皐上の位置反び名講

本寄生菌は前節に掲載せしが知3形態及び性質を具有するに凶 !J.明かに

Valsa属に隷属せしむべ主ものにし℃、其粉子殻時代は Cytospora型の形態を

具有すO

抑も Valsa麗は西暦一千八百四十九年 Fries(H、〉氏によ bて、初め℃記哉せ

られたるものにして、子嚢菌顔中の核菌族（Pyrenomycetes）.球果菌匿（Sphae-

rial es）に属す．一千八百六十七年 Nitschke(20）氏は本属並に他の濁逸産 Pyre-

nomycetes 菌に就て精細なる研究をなし． Valsaceae 在るー科を創設し、後

Engler, Prantl雨氏の DieNaturlichen Pflanzenfamilien中氏於てLindauく17）氏は

本属を十亜麗に分別せしが、夫等の多くは Nitschke氏の所設に基づき Winter

(1887)07', Schri:iter (1909）側諸氏の分類皐書中にも使用せられ、是等亜麗乃匝

別は主として子座の構造tζ嬢 bしものな b。然れども Saccardoc261氏の分類に

よれば僅に Euvalsa, Leucostomaなるこ亜麗を本属に隷せしめ他は器〈濁立

麗として取扱はれ居れれ蓋し其性質此ニ亜麗に比し甚だしく異る所あればな

!J 。
抑も Leucostomaなる豆島は子座の組織が織密且つ硬固なる一つの黒褐色
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層壁によ bて固まれ寄主植物の組織との限界鮮明に底劃せらる，此隔層を名

けて Conceptaculumと稽す0Euvalsa亜属に於壬は彼の限界不鮮明にして、子

座の下竿は寄生せる植物の組織の盤態せるものと菌糸との混交よ b成立すO 桐

樹に就て見tzる本寄生菌は明らかに綾者に隷入すべ3性質を具有し、且つ Nit-

schke c2J）氏は更に本亜麗を二群に匝別し Monostichae並に Circinatae と名け

たるが、本菌の性質は正に後者に該常すと云よ、べ〈、復 Saccardo附氏の卦類

法式に接 bて Macrosporaeと稽すべきものに隷属すO

従来桐樹上に接見記載せられたる Valsa菌は皆無なるのみならず．前述の

如〈検索し来bて得たる近縁種即ち同一亜属の各種に就て比稜するに、本菌の

如き特徴ある寄生菌比一致するものあらぎるによ b‘遂に本菌を新種と断定し

曾て其新種たるべ2を唱導せられたる恩師宮部数授と共に Valsa Paulowniae 

Miyabe et Hemmi.と命名せ b、其記載丈次の如L0 

Valsa Paulowniae Miyabe et Hemmi, sp. n. 

Stfomata scattered, produced at first under periderm, then erumpent, conical 

or wart like with round or elliptical bases, grayish司blackor brownish-black with 

many black ostioles of perithecia on the surface; subcoriaceous, greenish-black or 

darl←brown in the inside, consisting, at the upper part, entirely of the mycelial-

tissue and at the lower part mostly of the host-tissue, with the mycelium inter-

mingling in it; average size is about 2-2・5mm  in diameter at base and I -2 mm  

in depth. Perithecia immersed, subglobose with long neck, compactly arranged 

in concentric circles, about r 5 in ・a stroma, I 50-300 μ in diameter. Asci cylindri-

cal or clavate, subsessile or short stalked, 32-52×8-IO μ ( commonly 44×8.811), 

hyaline, eight-spored, evanescent in old perithecia; spores mostly biseriate, some-

times irregularly arranged, allantoid with rounded ends, hyaline, I0-18×2-4μ 

(commonly 14-16×3・2μ).

Pycnidia: stromata scattered, produced at first under periderm, then erump-

ent, a special flask-like shape, with rounded base; pycnidial cavity single in a 

stroma, not lobed, forming the base of a stroma, depressedly globose or napiform, 

about I・5mm  in diameter and o.6 mm  in depth, thick『walled,with a single exit ; 

pycnospores hyaliue, allantoid, rounded at both ends, 2.85-8.75 x o.88-r・75μ 
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(commonly 4・38-5・25×I・4μ),oozing out in a greenish black spore-horn when 

moist; basidia hyaline, small, simple or branched, variable in length. 

Hab. On the stem of Paulownia tomentosa Bail. 

Hokkaidる.－Prov.Iburi : Mombetsu (July 18, 1906. Shakin), Date (April 27, 

1915. R. Mimma), S6betsu (September, 1915. K. Hashiguchi). 

Prov. Ishikari: Sapporo (July-November, 1914; May 10, 1915・

T. Hemmi), Motomura (May 3, 1915. T. Matsumoto; July, 1915・

Ken. Miyabe ). 

Honshii.-Prov. Mutsu: Aomori (Aug., 1903・T.Nakamura). 

六、病膿薗の培養試験

予は本病φ原菌 ValsaPaulowniaeの培養上の性質を研究すると共に、該菌

性質と卒樹腐欄病菌防Isa幼 li(14,19) •棋樹癌腫病菌防似J》onici:, 仰の二菌

の性質との異同を知悉せんと欲し、各種の培養基を作bて其等の培養を試みた

b o本菌の卦離は比較的民容易にして、其粉子殻時代に在τは潟室に放置せる

病枝氏就き子座中よ b抽出する胞子を集め来bて培養するを得ペ〈、叉殺菌せ

る針端を以て子殻を破壊し、其内よ b胞子塊を得て直もに培養するを待ぺし、

予は多〈是に由て純培養を錯し得たれ芝も、子嚢時代のものに在ては被害桐皮

を潟室民放置し、施子の爆出を待て之を殺菌せる載物輸子上に受けて純培養を

在し12b 0 其他稿ベト乾燥固結せる桐皮に就ては、善〈其表面を殺菌し、突で毅

菌せる針端tとて子嚢殻を粉砕し、其粉末を培養基上氏移し其所に畿育せる菌糸

中よ b分離し得た!J0 

此試験に用へたる培養基は謹〈固体培養基にして、梨子、杏‘林檎等の果

汁、燕婆粉煎汁、薬草粉煎汁、玉萄黍粉煎汁、三好博士慮方醤油培養基、馬鈴

薯汁、桐樹皮煎汁等を寒天若くはしゲラチシ1の添加に因 bて固結せしめたるも

のと、卒果培養基並に桐樹枝の小片を「ベト 9I J氏皿に入れて殺菌せしもの1l

b。
是等の培養基に劃し、護育の程度並tt賦態多少の差はあれ芝も、本菌は綿

て是等の基上tt良好まる毅育を錯すを得．就中繁殖器官の形成を見たるは果汁、
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桐皮煎汁、燕委粉煎汁、玉萄黍粉煎汁及ぴ殺菌せる桐枝上に培養せしものにし

て、一般に寒天を加へたるものがLグラチン1を加へたるものに比し、菌糸の費

育胞子の形成共に良好なる結果を輿へたb。是等の培養基中氏形成せる繁殖体

は何れも皆粉子殻にし〈、就中果汁寒天培養基及び燕婆粉煎汁寒天培養基に於

ては多数の子座を形成し、内部に生じたる粉胞子は絡に帯線黒色の粉胞子塊と

在b℃子座上』t抽出するを見ti?.lJ o然れども子嚢時代は遂に何れの培養基にも

認むる乙と能はぎbさ。而しt是等の基上に於て何れも繁殖体即ち胞子の形成

を見るまでに短3は七八十目、長主は百二三十日を費したム但し桐枝培養基

上に於τのみ、之よ b精φ短時日にして、彼の形成を認むるを得たる乙とあh0 

培養基上に於ける菌糸の賦態は一般に其成長は爾他二菌に比較し旺盛にし

て、一局部氏織密に集合する性質少なく、意疎にし℃綿肢をなし：空中菌糸の状

態を呈し、橋種後数日tとして培養基上に一様に虞がるを常とし、培養基上に密

着葡旬の肢を霜す性質に乏LO 菌糸層は最初白色なれ）：；も、卒果培養基、果汁

寒天培養基等に於ては次第に淡薄なる肉色若くは徴かに淡紅色に捷ず、乙れ爾

他 Valsa菌と陸別せらる、有力なるー標徴と云ムベLO他の培養基に於℃も白

色の菌糸次第に淡薄なる肉色、微紅色若〈は寅褐色を帯ぷるに至るも、其程度

は前記培養基上に於ける如く著明ならぎるを常とせbo叉空中菌糸の接育最も

良好な bしは醤油寒天培養基にして其基面に厚S菌層を生じた 9.而も子座の

形成は遂に之を見ぎbき。叉蹴言すれば本菌は接育によ b培養基を麓色する性

質を具ふる事乏し。

抑も菌類は描度の接化、培養基の濃度、其他外園股態の如何によ bτ接育

献態を異tこし、繁殖体の形成、菌体中色素の生成等極め℃軽微なる擾動に劃し

て能く戚臆するものなる乙とは、国よ b諭を侯たず。然るに予の上湛培養試験

を行よ、や、賞。駿室の都合によ bて、何れも室温に放置したるものにして、 1昆度

の鍾化に加ふるに培養基の性質も亦濃度の一様を期する能はまるもの在るを以

て、菌の費育朕態たる多大の動揺を克かる能はまる所なれば．予は幾多の苦辛

を以て反覆貫駿を漬け、其結果を綜合するに過ぎず、然も其大綱に於℃設なさ
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を信ずるものな b。次に本菌と苧樹腐欄病菌防ilsaMali，棲樹癌腫病菌 Valsa

J》onたα の二菌とを比較して待たる大体の性質を記載し、各培養基上に於ける

詳細なる記録は之れを省略する事とせb0 

一、卒樹腐欄病菌 ValsaMa万は一般に人工培養基上に於ける菌糸の接育不

良にして、桐樹立枯病菌防lsaPaulowniaeのそれは最も旺盛なれ棲樹癌腫

病菌 ValsaJ切onicak至ては宛も其中聞にあ9主。

二．多くの場合桐樹立枯病菌 Valsa.Paulowniaeの空中菌糸の接育は他二菌

のそれに比し、各培養基中に於℃最も旺盛な b。

三．楼樹癌腫病菌防zlsajaponicaの菌糸は一般培養基に於て、特に果汁国体

培養基R於て次第に貰色となれ終に帯線黄色又は淡黄褐色tζ麓じ、卒樹腐欄

病菌 ValsaMaliの菌糸は久しく其白色を麓ぜず、桐樹立枯病菌防lsaP,仰 low-

niaeのそれは淡薄なる肉色若くは微に淡紅色を帯ぶるに至るO

四、粉胞子塊の色は本麗に於ける種別の一大標徴と錯すぺ主ものにして、培

養基上に於ける上記三菌聞に復著しき差異あるを見る、即ち突の如L0 

桐樹立枯病菌防lsaPaulowniae Miyabe et Hemmi. 帯線黒色

楼j封癌腫病菌防lsajaponica Miyabe et Hemmi. 

卒樹腐欄病菌防lsaMali Miyabe et Yamada. 

七、病原菌に劃すQ車率酸の影響

赤色若しくは肉色

貰色

植物体中軍．寧の分布を見るとと極めて虞〈、殊に其最も多く合有せらる L

は樹皮となす、故に樹皮中に生息する菌類の鞍育に劃する草寧の影響を研究す

るは買に興味ある問題在 b。先輩の所見に擦れば車寧！;t植物体中部分の異と時

候の異とに因 bて業合量一様在らずと錯す、抑も草寧又は車寧酸と稽するもの

は一種牧欽性を有する芳香麗ー化合物にして、其化事上の性質は種φあbて一

定せず、植物の異在るに従日樹皮中に合有せらる L卦量及び性質に種ペトの差あ

9 。然れEも是等の車寧は皆多くの共通の性質を具ふるものなるが故に予は本

質験を行よ、に際し普通市場に販貰せらる＼.Lガロタンニン寸（Gallotannic acid）を

使用せbC 
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菌類に載する車寧酸の作用に就て古来考究せられたるもの甚芦少からず、

今一二の例を事げんに一千八百九十七年 Pfe能r伽氏は其著植物生理皐中に於

て、菌頼は多〈の草寧の如き芳香麗化合物を同化し得る乙とを論じ、一千九百

十一年 Cook<5＇氏は人工培養基中に於ける種 φの菌類に劃して草寧の影響を研

究し、其貫験の結果植物の異 .l>Rる種、襲種若くは個体聞に病害に劃する抵

抗力の差異あるは．寄主植物体中の草寧の闘係するものあるペ畠を論じ．氏は

更に車寧を多量に合有する植物が病害に侵さる L事賞あるも：之は決し℃前諭

に反するJ例鐙と在すに足らず．菌類の種額の異なるに従仏軍寧に聖母する抵抗力

も亦異君：るもの在 bと攻し、或種の菌類は他種の菌類lζ比し車寧比重苦する抵抗

力震かに大なるあれ殊に軍寧を多量に合有する植物R.寄生する菌類は明瞭に

此性質を具有すと論じたbO一千九百十三年Clintonくの氏は栗胴枯病菌Endothia

parasitica並に寄屍菌たる Endothiagyrosa tζ劃する車寧酸の~響に就て、研

究し、此雨菌は共に小量の車寧酸を笹養物とし℃構取するものな bと結論せ上

葦し氏は小量の草寧酸を加へたる培養基に於て其加へぎるものよ bも盛なる費

育を成したる之と．其際酸化に困 bて培養基の黒鑓したる乙と、並に酸度の減

少したる乙とを認めたるに由れb。

賞験第

本質験は Clinton似氏の行へたる方法に依接したるものにして、標準培養

基として馬鈴薯汁寒天培養基を用へた上本賓職に於ては主に試験管内斜面培

養を行へたれEも、結果の正確を期せんが矯め、幾分宛 Petri氏血及び Erlen me-

yer氏壊をも採用せち (Clinton 氏は試験管のみを使用せ b）。而して予は本質

験によ bて典へらるべき結果が撃に軍寧のみに基因するもの在 bや否の疑問を

生ずべきを議期し、同一標準培養基に苦椴酸を加へたるものを作bて同時に培

養ぜ上但し此際同一量の酸を加へたるものに於て．苦権離を加へたるものは草

寧酸を加へたるものに比し這かに高き酸度を示せ h。

此賓験は大正三年十一月比初ま b同四年四月に格9.其問機績研究せしも

のにして、其結果次表の如LO 但し此賓J嘆に於て o.8,0,6以上の草寧酸を加へた
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るものは寒天によ bて固結する乙とな〈液状を呈し．苦撤酸を加へたるものは

轟〈固結せぎ ！＞ 主。

表中（＋〉は接育せし之とを示し、敷は接育の程度を示し、（ー〉は接育せざ

る之とを示す。

第一表草寧酸の影響

軍寧酸｜捜樹7癌腫病菌｜卒樹腐嫡病菌｜．桐樹立枯病菌！
の合量｜ ’ I I －一一一l ・I 
% ！菌糸の按育！施干の形成）菌糸の接育胞子の形成（菌糸の礎育［胞子の形成1

。 ＋＋ ＋＋ ＋＋ 

O.I ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋ 

第二表苦織酸の影響

苦樽酸 桐樹立枯病菌
の合量
菌糸の稜育｜胞子の形成菌糸の鞍育［胞子の形成菌糸の接育｜胞子の形成% 

。 ＋ ＋ ＋ 

0.2 ＋十 ＋ ＋＋十＋

0.4 ＋＋ ＋ ＋ 一
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苦権酸｜榎樹癌腫病菌（卒樹腐繍病菌｜桐樹立枯病菌
の合量：一一 ｝ 一一l I I 什

広 菌糸の護育！胞子の形成（菌糸の稜育i胞子の形成（菌糸の礎育l胞子の形成

~I++++ I_ -I +++ ! - I…｜」一
I.2 ＋十 ＋十 十＋ ＋ 

2.0 とL」 ＋（ー） ＋ 斗ー

賞 J験第二

本質験に於ては標準培養基として、玉萄黍粉藤汁寒天培養基を使用し（但

し Cook氏仰の示せる法式に依接して作 1;in 1;i）、墨書＜ Erlenmeyer氏援を用
以て平面培養を行へた k 但し此費験に於て 0・7%以上の草寧を合有するもの

は寒天氏よ b℃間結せぎbさ。此賓験は大正四年五月に初ま b同年九月まで溢

績せれ

表中の附徴は前貫駿tこ同じ。

第三表車寧酸の影響

輩寧酸 樫樹癌障病菌：菌卒樹脂燭病菌 桐一病司の合量
菌糸の接育；胞子の形成 糸の接育｜胞子の形成菌糸の畿育（胞子の% 

。 十＋ 一 ＋＋ 一 ＋＋＋ 一

o. [ 十＋ ＋ ＋＋ 一 ＋ 

0-4 ＋＋ ＋ ＋ー

0.7 十一 一

I.O 一 －ー

上記の研究結果を案ずるに草寧酸に劃し：最も抵抗力強きは楼樹癌腫：病菌

防IsaJ旬onica にして、桐樹立枯病菌防lsaPaulowniae ~C於℃最も弱し、此

事賓は Cook氏問の所設の一部を誼明するものと云ムペし。楼樹癌腫病菌に草

寧を典ふる時は、小量なる場合に於て之れを加へぎる場合よ bも反て盛に接育

し、時に施子の形成をも刺戟促進する傾向を示せれ乙は明らかに Pfeffer(2め
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Clinton刊雨氏の唱導せる所代一致すれども、桐樹立枯病菌に在:-Cは其o,r%以

上を加へしものは決して菌糸の畿育も胞子の形成も共に促進せらる、乙となく

反て有害なる結果を示したれ但し夫れよ b以下の微量なる草寧加用に劃し如

何なる結果を示すベ3や予は未tt賓喰を試むる所在か ！， き＿：，蓋し此の如き微量

の加酸民事｝し・（は如上の貫！按方誌にては信榛すべき結果を得る能はず更に精密

なる方法r用日ぎるべからざるを知ればな b() 

苦機酸の加用tζ撃すしては、之れに反し℃桐樹立枯病菌の菌糸の鞍育、胞子

の形成共に爾他二菌に比し旺盛にして、且つ三菌共に加酸の者不加酸の者に比

し良好なる結果を示した b、是異に注目すべき事と錯す。更vと楼闘癌腫病菌に

在ては車寧酸の加用に比し不良の結果を示し、卒樹腐欄病菌lζ在ては共re大差

在〈、桐樹立枯病菌K在ては．好んて”苦構酸を揺牧する性質を示したるは興味

ある現象にして、是れ亦該菌の管養上吾人の特に注目すべき事と錯すO

八‘病原菌の寄生性

Valsa Paulow11iae菌の純粋培養を嬉したるものを鉢植にしたる桐樹苗木に

接種して寄生生活の朕態を質検し、併で其病原菌なるや否やを詮明せんと試み

たb。此研究は大正四年四月よ h同年七月に亘 bて種ペト異bたる方法下に数同

反覆試験すと雄、周国必要保件の不備のためならんか、其結果は不幸にして謹

〈陰性lζ終 bたbo是に於℃特R苗木に古傷を作 b置き、其部分に菌糸を接種

し爾後の経過に注目する事と錯したるに、幾詩もなく苗木接種部の周園少しく

盤色を見たるも、其後病勢の進行を見るに至らぎ ！， きo故に本菌の寄生性に就

ては向今後の寛験を侯たAと欲すO

上述。知〈予jま寄生菌防よfaPoTJJowm・ae の接種試験に於て、不幸にしτ

陰性乃結果を得たbと雄、該菌が毎に被害樹皮上に稜昆せらる、と、被害桐樹

の向未1i枯死せまるものに於ても同一菌の寄生を見．更に又同樹氏就て病肢の

進行統態を詳に観察したるとに操bて判断するに．本菌が桐樹の被害』ζ密接な

る関係を有する事明らかにして．其寄生が少〈とも金闘を枯死せしむる直接原

因tcるを信ずる言 b。由来大樹を侵蝕する菌擦の接種試駿は困難在る研究に麗



HEMMI: ON  THE DIE-BACK DISEASE OF PAULOWNIA TOMENTOSA. 153 

し、其原因ほ主として周闇必要｛嘩件の不備によるものにして、嘗然陽性たるべ

きものの陰性の結果に終るは稀有にあらず．特に著しSは樹齢如何によ b℃成

積の異る乙とにして、樹齢極めて幼弱ならんか其結果は多くの場合陰性に終る

は予の鼠tζ懐樹癌腫病の研究に際し親しく経験せし所在 b、かく病害の樹齢に

密接の嗣係あるは敢て予の喋令するを要せず亦世人の善〈熟知する所な b。然

るに予の該接種試験に使用せし桐樹の齢何れも皆極めて幼若な bしは試験結果

の陰性を示せし一因たる無からんや。故に設備の都合上止む在〈小規模の賓壌

を錯すにJl:括たる、其結果は未n・以て信擁するに足らざるを知る、換言せば本
菌は未だ病害と何等の閥係を有せぎる寄屍菌な bと断定する能はざるを知る在

白。
予が幾多の観察によ bて剣断するに、本菌の侵入経路氏二様あ L ーは樹

に創傷あbて表面に枯死の組織を有する場合、ごは策象上の障害、若くは生理

的供給の不備等の諸国によ bて多少健康状態を失L-.一部卦衰死せる樹皮を有

する場合に寄生し、其所に繁殖して一定の精力を養成し、菌糸の殺育柏、令旺盛

と在るや集合作用の結果生活細胞を蜜蝕し、遂に金樹をして衰弱枯死せしむる

ものの如し。

更に鱗て Valsa麗に隷属する菌類中樹木を侵蝕して病害を蔓延せしむる性

質を具有するものに就て、脚か歴史的考窺を試みんと欲すO 是本属菌類の寄生

性を確めんとする上に多大の関係あるべきを思へばな b0 Valsa属Ii四百鈴種

を包容する一大菌麗tとして、菌皐書中氏於て最初金〈寄屍菌な bと記載せられ

しが一千八百九十三年燭逸閣に於て K.Tubeuf氏側は A/nusvin・dis（ミヤマ

J、ンノキ）の枝枯現象は ValsaOXJJ’stoma Rehm.の寄生に原因せるととを報じ、

一千八百九十九年白耳義圏に於て P.Nypels氏（2l）は該菌が Alnusglutinosa 

に寄生して之を枯死せしむる之とを報じた bO 是よ b先き捕逸 Hartig氏ω

は Va!.sapntnastri (Pers.) Fr.菌が杏．桃事の樹枝及び樹幹を侵すの記事を出

し．其棲多数の病理事書中にー般接果樹の病原菌として記載せられ、本邦t乙於

℃は明治三十六年理串博士白井克太郎氏は其著最近植物病理皐にとれが記事を
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掲載せれ（充来該菌は Eutypella 在る亜麗に入るべきものにして、此亜麗は

Saccardo氏及び其他の皐者によ bて濁立せるー麗と見倣3れたるを以て Euty-

pella prunastriと栴すべきもの在 b、然も今日向 Valsaなる名稽を使用しっ、

あるもの甚だ多し）。是迄植物病原菌として最も蹟〈知られ、且つ最も多く研究

せられたる Valsa菌は核果樹類を侵害する Valsaleucostoma (Pres.) Fr.と鴻

す．本病は虞〈蹴洲．濠洲、北米等に卦布し、一千八百九十九年以来濁逸しライ

ン1地方に於ける捜桃の枯死の如きは病理串者並に一般人民の注意を喚起せし

事少からず， Frank (1899）（納氏は本病の原因をのtosporarubesce"ns Fr.の寄生

民基困すと稽し、 Goethe( I 899) ci～Zapfe (1899）く，8
(1900) （釦並t乙Labont込（1900) (16）の諸氏は策象或iJ其他の生理a的供給の不良tζ 

原因すと諭じ、諸説一致せざbしが、一千九百O三年 R.Aderhold (n氏の精細

在る研究によ bて該病は金く Valsaleucostoma (Pers.) Fr.の寄生に基因し．

Frank tめ氏の見たる Q吻ザorarubescens は其粉子殻時代なるととテ明かにせ

島。濠洲に於ては McAlpine(1902) osi氏はのtosporaleucostoma菌が核果樹

を侵す記事を接表せしが、蓋し同一菌を異bたる名橋下に観察せるに外ならず。

米図fC於ける本菌の最初の研究者は Rolfs,F. M. (1907）く24）氏にして、多〈桃

樹及び日本栴樹を襲ふと云ム。本邦に於ては大正三年鶴田章逸側氏は静岡地方

の桃の胴枯病は Valsa leucostoma の寄生によるとの記事を接表せらる。更に

Cooke, M. C. ¥6）氏によ b Valsa ambiens Fr. 菌が苧樹の生皮を侵蝕する乙と

唱導せられた h。我東北並に北海道に於ては Valsa‘幼CMiy. et Yam.菌が卒

樹腐欄病の原因を錦し大害を輿ふる事は明治三十六年頃よ b人の熟知する所に

して、農皐士出回新氏著日本植物病問皐誌上に之が簡草なる記事あれEも、精

密なる研究報告を敏きし；部、昨大正四年九月青森脇農事試験場技師農皐士三浦

道哉く19）氏始めて該病の科皐的研究を錯し、漸〈該菌の寄生性確定せらる、を得

n !> O 更に北海道』t於ける捜樹、梅樹等に防lsaj'aponica在不一新種寄生して
大害をなすととは予の研究に係上其結果は不日串界代公表せんと欲す。是等

の事震によ bて本麗菌が濁b寄屍生活を管むのみ在らず、亦活物寄生をもなし
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得るを知る、叉是等菌類は健全部よ侵入する之と砂〈、大抵駿傷部よ b侵入す

るものなる乙とを知るO故に ValsaPaulowniae菌の寄生性並に侵入経路も亦

想像するに難からざる在 b。

本病害の誘因に関しては地方によ b叉年によ bて一様ならざるべ〈、既に

前述せし如く賓地家の見たる観過すべからぎる幾多の誘因もあらえ、然れども

予の所見に嬢れば少くも札幌地方に於ける病害は多く冬期間の寒気に誘殺せら

る、ものの如し、何となれば本病は多く樹梢端に初ま b、病勢漸次下方に向て

増大し、特に幼樹に於て其然るを認め、且つ被害樹は樹皮平滑にし℃、病菌の

侵入を誘鞍すべき何等の創傷を1も有せざるもの多きを以てな b。期の如き被害

樹氏於て樹皮中氏菌糸の存在を徴知するは樹皮の麓色部和、や増大したる時にし

て、早春の頃即ち桐樹梢端よ b樹皮麓色し始めたる頃は、金〈彼の存在も将又

細菌等の存在をも徴知する能はぎbき。由是観之早春tζ於ける樹柏、端の麓色は

金〈微生物の寄生に因らずして、生理的原因に蹄せさずるべからぎるに似たれ

然 b而して予は其病状よ b推して凍害に外ならぎるを信ずるものな b。試みに

各期間稲藁又は変稗．を以て、三四年生桐樹の金幹を包護し置3翌春之を検する

に包護せられたる幾多の桐苗都て侵きれざるに、然らぎるものに病害を被U 1> 

たるもの多きは予の親しく寅見せし所な b。

丸、摘要

｝、本病は虞く北海道桐樹裁植地に稜生するのみならず、青森臓に殺生せし

乙とあるによ上虞く東北地方にも分布する事明かな b。

二、北海道』ζ於℃本病害の最も狙慨を極めたるは大正二三年及び其前後在れ

ども、我農科大串植物皐敬室に貯蔵せらる、標本中氏明治三十九年謄振園紋龍

村に於τ採集せしものあ上又乙れよ b先き明治三十六年青森よ b主主附し来b

たるものあるに依bて、本病勿殺生は柏、令古き歴史を有するを知れb。

三、本病争原菌は樹の大小の別なく之を侵害するものなれども、三四年生の

幼樹を襲ム場合最も多し、其病状は樹の大小によ b梢ペト赴を異にす。

四、本病φ原菌は最初桐樹が創傷を受けて生じたる枯死組織を有するか、或
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は気象上の障害若くは生理的供給の不備等の諸因によ h℃、多少健康朕態を失

して樹皮の一部氏衰死の組織を有する場合に之れを侵襲し、爾後病勢の進行愈

φ念と左上金樹枯死するに至るものな b。而して札幌附近に於ける病害の主

主る誘闘は冬期聞に於げる寒気在るが如L0 

五、嫡原菌は Valsa属に隷せしむべき一新種にして、 EuvalsaID!麗に入るペ

5もの1J:b o予は研究の結果之氏聖堂しおilsaP仰 lowniaeMiyabe et Hemmi.在

る名稀を附せb0 

六、病原菌 ValsaPaulowniae iま各種の培養基上tζ良好在る按育をなす、就

中果汁、燕?JJi粉煎汁、玉萄粉煎汁、桐樹皮煎汁等の寒天若くはLグラチン寸培養

基並に殺菌桐枝上に於て子座及び粉胞子の生成を見12IJ .但し寒天を加へたる

ものはしゲラチン1を加へたるものよ b其結果良好な b。子嚢殻時代は何れの培

養基にも生成する事在かb~ 、彼の生成せる粉胞子塊は帯様黒色を呈した b。

七、病原菌・Valsa Paulowniaeの培養基上に於ける朕態は、一般に菌糸の成

長が卒樹臆嫡病菌防lsaMali楼樹癌腫病菌防lsaJ；伊onica二菌に比し、旺盛に

してー局部氏厳密に集合する性質ii'..乏しし叉培養基上に密着して傭舘する性

質にも乏しく．患疎tとして綿肢を掃し．空中菌糸の肢を示す場合多し、又菌糸は

最初白色在れども卒果培養基、果汁寒天培養基等に於ては次第に淡薄なる肉色

若〈は微紅色に襲ず。他の培養基に於ても白色よ b次第に肉色者〈は帯寅褐色

に襲ずれfも、其程度前記培養基に於ける如〈著明ならず。

入、培養基中氏加用せる草寧酸に劃する桐樹立枯病菌防lsa Paulowniaeの

抵抗力は率樹腐欄病菌防lsaMali楼樹癌腫病菌防初faponicaニ菌に比し、

愛かに微弱tとして其 0,1%以上の加用IC於て菌糸の接育．胞子の形成共に促進

せらる L事意仁反て有害在る結果を示せb0 

之れに反して同一基本培養基に劃する苦椴酸の加用に於ては、桐樹立枯病

菌は菌糸の稜育、胞子の形成共に良好にして甚7さしく刺戟促進せらる、を見t2

b。

． 
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附、環防腫除法

本病害の隷防駆除法に就てIi未7さ賓地試験を解．ぎるが棋に具体的説明を錯

す能はぎれ c も、前僚の研究結果によ b 予は次の諸項~t注意せん事を希望すO

一、幼樹は冬期間藁叉は婆稗を以て包護し、樹幹をして凍害を被むるとと無

からしむべL0 

二、犬樹tとあ bては樹幹に創傷を被むらぬ様殊に風害雪折代注意すペし、都

て風強き場所には可成的栽植を避くぺし。

三、樹幹巳に寄生菌乃侵害を受けたる時は速に伐採．すぺし、材質未だ不良、は

陥らぎる内は向利用の途あればな b。而して被害樹皮並に被害樹枝は速に燥棄

すべし。

四．早春捜厚.？ るLポノV 1，•ク 1液を樹持IC撤帯せば幾分か寄生菌の侵害を兎れ

得べし。

絡 b』1:臨み予は本病φ原菌に就き研究中指導の勢を取られたる宮部教授並

に有盆なる助言を輿へられたる伊藤助教授に封し深厚なる戚謝の意を表す。向

標本の撮影に就て助力せ色れたる西国彰三氏並に標本を逸興せられたる諸氏に

事JL特に記して深謝の意を表すO

（札幌農科大串植物病理皐教室に於て大正五年一月二十九日稿）
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